
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
接
点
』
実
践
報
告
　
②

◎
は
じ
め
に

　

浦
上
公
民
館
は
、
国
道
二
四
九
号
線

か
ら
百
メ
ー
ト
ル
程
入
っ
た
「
あ
す
な

ろ
交
流
館
」
の
中
に
あ
る
。
当
館
は
、

こ
の
地
域
で
唯
一
の
公
的
な
施
設
で
あ

る
。
地
理
的
利
便
性
も
高
く
、
地
域
住

民
は
も
と
よ
り
当
地
域
以
外
の
住
民
の

利
活
用
も
多
い
。

　

土
・
日
を
含
め
た
年
間
の
利
用
人
数

は
、
貸
館
を
含
め
て
年
平
均
九
千
人
に

の
ぼ
る
た
め
、
年
間
の
開
館
日
は
ほ
ぼ

三
百
五
十
日
を
超
え
る
。
館
内
に
は
、

約
千
九
百
万
年
前
に
、
当
地
で
発
見
さ

れ
た
ワ
ニ
の
足
跡
と
レ
プ
リ
カ
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
や
関
心
の

あ
る
人
た
ち
が
見
学
に
訪
れ
る
。
ま
た
、

近
く
に
は
県
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
ア
テ
の
元
祖
」
も
あ
り
、
地
域
外
の

見
学
者
も
多
い
。
こ
の
地
域
や
施
設
及

び
団
体
や
事
業
名
に
「
あ
す
な
ろ
」
と

い
う
名
称
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ

の
こ
と
に
因
る
。

◎
地
域
の
世
帯
数
と
人
口

　

二
十
六
集
落
、
二
百
三
十
五
戸
。
人

口
五
百
四
十
三
人
（
令
和
元
年
九
月

一
日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

化
率
は
六
十
八
％
。
八
十
歳
以
上
は

二
十
二
％
で
あ
り
、
全
て
限
界
集
落
で

あ
る
。
少
子
高
齢
化
の
顕
著
な
地
域
で

あ
る
。

◎
月
一
回
の
『
公
民
館
だ
よ
り
』
発
行

◎
公
民
館
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト

　 『
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
学
び
、
絆

を
深
め
る
活
動
を
目
指
し
て
』

一 

、
地
域
の
諸
活
動
の
核
と
し
て
、
果

た
す
べ
き
役
割
を
認
識
す
る
。

二 

、
住
民
が
興
味
・
関
心
を
持
つ
講
座
、

利
活
用
し
や
す
い
施
設
の
充
実
と
運

営
を
め
ざ
す
。

三 
、
地
域
の
活
性
化
と
絆
づ
く
り
に
結

び
つ
く
活
動
や
事
業
を
模
索
す
る
。

四 

、
防
災
・
減
災
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
意
識
し
た
活
動
を
実
施
す
る
。

◎
公
民
館
の
施
設
等

　

ホ
ー
ル
・
和
室
二
・
調
理
室
・
館
内

休
憩
室
・
ワ
ニ
展
示
室
・
簡
易
図
書
棚
・

健
康
広
場
・
館
外
下
野
休
憩
場
所
・
農

園
等

◎ 
公
民
館
の
行
事
・
講
座
・
活
動
及

び
貸
館
等
の
内
容

【
行
事
】

　

 

新
年
互
礼
会
・
竹
の
子
と
山
菜
の
市
・

あ
す
な
ろ
納
涼
祭
・
敬
老
会
・
運
動

会
・
あ
す
な
ろ
の
里
ま
つ
り
・
防
災

訓
練

【
講
座
等
】

　

 

観
桜
の
茶
会
・
十
五
夜
の
茶
会
・
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
十
一
回
）・
男

性
料
理
教
室
（
四
回
）・
ケ
ー
キ
作

り
教
室
・
教
養
講
座
・
講
演
・
そ
ば

作
り
教
室
・
う
ら
か
み
百
歳
体
操
（
毎

週
一
回
）・
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
月
二

回
）・
こ
け
玉
作
り
教
室
・
柿
の
葉

寿
司
作
り
教
室
・
新
春
麻
雀
大
会
・

こ
ん
に
ゃ
く
作
り
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

等

【
高
齢
者
対
象
講
座
】

　

 

ぽ
っ
か
ぽ
か
サ
ロ
ン
（
月
一
回
）・

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
（
月
一
回
）

【
あ
す
な
ろ
キ
ッ
ズ
講
座
】

　

 

通
学
合
宿
（
二
泊
三
日
）・
学
習
会
・

料
理
教
室
・
工
作
教
室
・
お
菓
子
作

り
教
室
・
あ
す
な
ろ
親
子
体
験
教
室

と
お
楽
し
み
会
等

【
公
民
館
に
係
る
奉
仕
活
動
】

　

Ｖ
Ｇ
と
野
菜
ク
ラ
ブ
に
よ
る
農
園
の

野
菜
栽
培
・
花
壇
整
備
と
花
植
え
・
年

七
回
程
度
の
草
刈
り
作
業
等
環
境
美
化

【
貸
館
】

　

 

同
好
会
Ｇ
ゴ
ル
フ
・
大
正
琴
教
室
・

詩
吟
教
室
・
舞
踊
鳳
舞
会
・
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
教
室
・
手
芸
教
室
・
区
長
会
・

婦
人
会
・
友
和
会
・
民
生
委
員
会
配

食
サ
ー
ビ
ス
・
防
犯
委
員
会
・
交
通

安
全
協
会
・
各
集
落
活
動
・
劇
団
あ

す
な
ろ
・
Ｊ
Ａ
お
お
ぞ
ら
・
浦
上
駐

在
所
連
絡
協
議
会
・
中
山
間
地
農
業

関
係
会
議
・
市
政
懇
談
会
・
納
税
申

告
会
場
等

【
そ
の
他
】

　

 

台
風
等
災
害
時
の
避
難
場
所
・
祭
礼

立
寄
り
所
・
消
防
団
練
習
場
所
等

《
地
域
と
連
携
し
た
公
民
館
活
動
》

『
あ
す
な
ろ
の
里
ま
つ
り
』

◎
出
発
点

　

当
地
の
農
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域

起
こ
し
の
組
織
と
し
て
「
浦
上
里
お
こ
し

会
」
を
立
上
げ
る
。
以
後
、
農
産
物
を

主
と
し
て
地
域
お
こ
し
を
実
践
し
て
い

る
各
地
を
訪
問
・
視
察
を
重
ね
る
中
で
、

そ
ば
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
の
栽
培
な
ど

を
中
心
と
し
た
地
域
起
こ
し
を
目
指
す
。

　

公
民
館
の
農
園
で
は
主
と
し
て
そ
ば
、

各
農
家
で
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
耕
作
放
棄

地
で
は
わ
ら
び
な
ど
の
栽
培
を
行
い
、

そ
れ
ら
の
販
売
と
浦
上
全
地
域
を
挙
げ

て
の
地
域
お
こ
し
と
絆
作
り
を
結
び
付

け
る
組
織
と
し
て
『
あ
す
な
ろ
の
里
ま

つ
り
』
を
立
ち
上
げ
る
。

　

以
後
、
更
な
る
研
鑽
を
深
め
、
知
恵
を

出
し
合
い
、
先
達
の
遺
産
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
世
代
交
代
を
は
か
り
、
新
た
な
内
容

地
域
の
活
性
化
と
絆
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

『
あ
す
な
ろ
の
里
ま
つ
り
』
に
つ
い
て

輪
島
市
立
浦
上
公
民
館
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を
加
味
し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

◎
「
実
行
委
員
会
」
組
織
（
約
一
六
〇
）

　

 

会
長
・
副
会
長
（
区
長
会
長
・
公
民

館
長
・
婦
人
会
会
長
）・
事
務
局
（
主

事
）

　

各
担
当
部
長
・
委
員

◎
予
算
＝
四
〇
～
四
五
万
円

◎
実
施
＝
十
一
月
第
二
日
曜
日

　

・
総
会
（
三
月
）
→
役
員
会
（
九
月
）

　

→
実
行
委
員
会
（
十
月
）

◎
準
備
＝
開
催
日
の
三
日
前
か
ら

　

・
公
民
館
内
外
の
会
場
設
営

　

・ 

各
模
擬
店
の
販
売
品
を
含
め
た
準

備

　

・
来
賓
へ
の
招
待
状

　

・ 

劇
団
「
あ
す
な
ろ
」
練
習
（
約
一
ヵ

月
）

　

・
芸
能
発
表
の
要
請
（
公
民
館
教
室
）

　

・
各
種
展
示

◎
内
容

　

・ 

開
会
イ
ベ
ン
ト
（
八
幡
太
鼓
と
餅

ま
き
）

　

・ 

農
林
産
物
品
評
会
（
野
菜
・
果
物
・

加
工
品
・
ア
テ
の
苗
・
山
イ
モ
等
）

　

・ 

芸
能
発
表
（
公
民
館
教
室
の
大
正

琴
・
詩
吟
・
舞
踊
）

　

・ 

各
種
展
示
（
習
字
・
木
目
込
み
人

形
・
写
真
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
手
芸
・

竹
細
工
・
生
け
花
・
高
齢
者
作
品

等
）・
里
お
こ
し
会
直
営
（
そ
ば
・

お
は
ぎ
・
炊
き
込
み
ご
飯
・
こ
ん

に
ゃ
く
・
焼
き
お
に
ぎ
り
・
無
料

＝
け
ん
ち
ん
汁
）

　

・ 

模
擬
店
（
焼
き
鳥
・
焼
き
芋
・
た

こ
焼
き
・
カ
レ
ー
等
）

　

・ 

住
民
個
人
販
売
＝
あ
お
ぞ
ら
市
場

（
野
菜
・
果
物
・
か
き
も
ち
・
こ

ん
に
ゃ
く
・
山
菜
・
漬
物
や
ジ
ャ

ム
の
加
工
品
・
特
産
品
＝
竹
炭
・

竹
酢
液

　

・ 

劇
団
「
あ
す
な
ろ
」
の
発
表
（
地

元
有
志
）

　

・
交
流
会
（
慰
労
会
＝
会
費
制
）

【
餅
ま
き
】

　

当
地
域
か
ら
は
勿
論
、
近
在
集
落
か

ら
も
多
く
の
人
が
来
場
す
る
。
約
二
千

個
を
用
意
。
八
幡
太
鼓
は
そ
の
景
気
づ

け
と
し
て
行
う
。

【
第
三
十
一
回
＝
令
和
元
年
度
】

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
無
い

盛
況
で
約
二
百
五
十
人
の
皆
さ
ん
が
地

域
内
外
か
ら
来
場
く
だ
さ
り
、
ス
タ
ッ

フ
百
五
十
人
と
あ
わ
せ
て
約
四
百
人
と

な
り
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

品
評
会
・
模
擬
店
・
個
人
出
店
の
品

物
は
、
行
列
が
つ
く
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

が
完
売
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
新
企
画
や
劇
団
あ
す
な
ろ
の

芝
居
も
大
変
好
評
で
、
次
年
度
へ
の
大

き
な
弾
み
と
な
っ
た
。

【
品
評
会
出
品
】

　

約
百
二
十
点
近
く
の
農
林
産
物
が
並

ぶ
。
審
査
を
行
い
等
級
を
決
め
、
商
品

券
を
渡
す
。
な
お
、
参
加
者
全
員
に
参

加
賞
を
用
意
す
る
。

【
里
お
こ
し
会
直
営
店
】

　

そ
ば
・
も
ち
・
焼
き
お
に
ぎ
り
・
栗

お
こ
わ
等
を
販
売
す
る
が
、
行
列
が
で

き
る
な
ど
、
売
れ
ゆ
き
は
好
調
で
早
い

段
階
で
売
り
切
れ
る
部
門
も
あ
っ
た
。

来
場
者
は
つ
き
た
て
の
餅
が
終
了
す
る

ま
で
順
番
を
つ
い
て
い
た
。

　

ま
た
、
当
地
域
の
特
産
の
コ
ン
ニ
ャ

ク
も
大
変
人
気
が
あ
り
、
売
り
切
れ
の

状
況
で
あ
っ
た
。
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【
模
擬
店
】

　

従
来
か
ら
Ｊ
Ａ
お
お
ぞ
ら
や
趣
味
の

団
体
及
び
個
人
が
、
野
菜
や
飲
食
物
な

ど
を
販
売
し
、
里
ま
つ
り
の
賑
い
創
出

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

特
に
数
年
前
か
ら
出
展
し
て
い
る
た

こ
焼
き
は
毎
年
行
列
が
出
来
て
い
る
。

今
年
も
ま
た
、
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の

他
の
品
物
も
時
間
ま
で
に
は
ほ
と
ん
ど

が
完
売
し
た
。

【
余
技
展
】

　

個
人
や
公
民
館
の
教
室
及
び
高
齢
者

の
サ
ー
ク
ル
等
で
作
製
し
た
折
り
紙
や

簡
単
な
工
作
、
写
真
ク
ラ
ブ
の
写
真
や

玄
人
は
だ
し
の
竹
細
工
は
見
事
で
あ
る
。

但
し
、
高
齢
化
に
よ
り
出
展
数
が
減
少

し
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

【
芸
能
発
表
】

　

月
や
週
単
位
で
公
民
館
を
利
用
し
て

練
習
し
て
る
各
教
室
（
大
正
琴
・
詩
吟
・

鳳
舞
会
）
の
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表

す
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
五
年

前
に
立
ち
上
げ
た
劇
団
『
あ
す
な
ろ
』

の
地
域
の
素
人
集
団
に
よ
る
演
劇
は
大

変
好
評
で
、
今
年
も
会
場
は
立
錐
の
余

地
な
く
一
杯
で
あ
っ
た
。

◎
里
ま
つ
り
の
課
題
・
対
策
・
展
望

【
成
果
】

　

三
十
年
の
継
続
は
、
住
民
の
意
識
変

革
と
団
結
・
絆
、
そ
し
て
各
種
団
体
と

の
結
び
つ
き
を
深
め
る
と
同
時
に
、
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

今
後
も
当
地
区
に
と
っ
て
は
不
可
欠

な
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
課
題
】

① 

他
地
域
と
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
り
来
場

者
の
減
少

② 

各
種
団
体
や
公
民
館
利
用
者
と
の
連

携
と
協
力
関
係
の
強
化

③ 

実
行
委
員
が
高
齢
化
し
、
委
員
の
確

保
が
年
々
困
難

④ 

住
民
の
高
齢
化
で
農
産
物
や
余
技

展
・
模
擬
店
の
出
品
が
減
少

【
対
策
と
結
果
】

①
地
域
の
情
報
収
集
→
「
た
こ
焼
き
」

② 

新
規
内
容
の
検
討
→
劇
団
『
あ
す
な

ろ
』・『
朝
市
』
の
立
上
げ
・『
里
ま

つ
り
』
の
ス
タ
ッ
フ
以
外
へ
の
来
場

者
へ
の
抽
選
券
配
布
等

③ 

若
年
層
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
と

婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
と
の
強
固
な

連
携
→
内
容
の
充
実
及
び
意
識
の
変

化
と
協
力
体
制
の
強
化

④ 

緻
密
な
総
括
と
各
種
団
体
や
住
民
と

の
意
見
交
換
の
実
施
→
住
民
の
意
欲

と
協
力
態
勢
の
喚
起

【
展
望
】

　

今
年
の
盛
況
の
原
因
を
き
ち
ん
と
分

析
・
総
括
を
す
る
中
で
、
来
年
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
見
通
し
は
明
る

い
と
確
信
を
得
た
。
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